
①鳥同士の接触感染、

フン等を介した感染 
② 接触などによりまれ

に人に感染 

② 接触などにより、まれ

に人に感染 

 

高病原性鳥インフルエンザ（H5N1）発生国及び人での発生事例(2003 年 12 月以降)
（WHO・各国政府の正式な公表に基づく） 

中国

インド

モンゴル
カザフスタン 

日本

日本 
山口：2004.1 

大分：2004.2 

京都：2004.2 

茨城：2005.6(H5N2)

埼玉：2005.8(H5N2)

ベトナム 
人の発症者 93人 

（うち死亡者 42人）

インドネシア 
人の発症者 19人 

（うち死亡者 14人）
カンボジア 

人の発症者４人

（うち死亡者４人）

：鳥における H5N1の発生国 

：発生国のうち人での発生が認められた

：発生国のうち既に清浄化した 

 

注１）上図の他、人への感染事例として、 

1997年香港(H5N1：18名感染、6人死亡) 

2003年香港(H5N1：2名感染、1人死亡) 

2003年オランダ(H7N7:89名感染、1 人死亡) 

2004年カナダ(H7N3：2 名感染、死亡なし)がある 

中国 
人の発症者 10人 

（うち死亡者７人） 

ロシア

 

鳥インフルエンザウイルスと新型インフルエンザウイルスの関係 

野生水鳥が鳥インフルエ 

ンザウイルスを腸内に保有 

③変異して、人から

人への感染力を持

つ新型に 

③2 種類のウイルス

の再集合で人から人

に強い感染力を持つ

新型に 

④新型ウイルスの出現に

よる人での爆発的感染の

恐れ 

   鳥インフルエンザウイルス 

    人のインフルエンザウイルス 

    新型インフルエンザウイルス 

2006.１.30WHO 最終更新 

発 生 国：22か国 

人への感染国：６か国（二重線） 

感 染 者 数：160名 

死 者 数：85名 

トルコ

-62- 

タイ 
人の発症者 22人

（うち死亡者 14人）

トルコ 
人の発症者 12人 

（うち死亡者４人）


